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昭
和
３１（
１
９
５
６
）年
５
月
２０
日

発
行
の『
上
尾
自
治
だ
よ
り
』第
１７
号

に
は
、「
各
地
区
の
愛
育
班
結
成
な
る
」

と
題
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
８（
１
９
３
３
）年
に
皇
太
子

（
現
在
の
天
皇
）が
誕
生
し
た
の
を
記

念
し
て
、「
母
と
子
の
保
健
福
祉
の

た
め
に
」と
、
昭
和
天
皇
か
ら
の
資

金
を
も
と
に
、
昭
和
９（
１
９
３
４
）

お
ん
し

年「
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
」が
設
立

さ
れ
た
。
当
時
は
、「
血
は
汚
れ
た

も
の
」と
い
う
意
識
が
強
く
、
風
通

し
の
悪
い
納
戸
・
馬
小
屋
で
の
出
産

や
、
助
産
師
の
手
を
借
り
な
い
姑
・

隣
人
に
よ
る
非
衛
生
的
な
取
り
扱
い

で
の
出
産
が
多
く
、
母
子
と
も
に
感

染
症
に
り
患
し
て
命
を
落
と
す
こ
と

が
珍
し
く
な
か
っ
た
。
妊
娠
・
出
産
・

育
児
に
関
す
る
迷
信
と
因
習
が
あ

り
、「
嫁
は
馬
牛
に
等
し
い
労
働
力
」

と
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
不
衛
生

な
環
境
と
栄
養
不
良
か
ら
、
母
子
保

健
の
向
上
が
叫
ば
れ
て
い
た
時
代
で

も
あ
っ
た
。

市
域
で
は
、
昭
和
２５（
１
９
５
０
）

年
に
平
方
町
が
愛
育
班
を
創
立
し
、

「
模
範
衛
生
村
」に
指
定
さ
れ
て
活
動

し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
当
時
は

乳
児
死
亡
率
が
高
く
、
結
核
患
者
も

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
衛
生
面
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
平
方
愛
育

班
は
昭
和
３０（
１
９
５
５
）年
５
月

に
、
そ
の
功
績
に
よ
り
県
知
事
表
彰

を
受
け
た
。

昭
和
３１（
１
９
５
６
）年
２
月
に

は
、
国
連
児
童
基
金（
ユ
ニ
セ
フ
）か

ら
妊
産
婦
と
乳
幼
児
に
、
栄
養
不
良

状
態
の
改
善
の
た
め
ス
キ
ム
ミ
ル
ク

無
償
配
布
の
申
し
出
が
あ
り
、
配
給

の
た
め
全
国
的
に
愛
育
班
の
結
成
が

進
ん
だ
。

同
年
５
月
に
上
尾
・
原
市
・
大

石
・
上
平
・
大
谷
の
各
地
区
で
も
愛

育
班
が
結
成
さ
れ（
写
真
１
）、
全
地

区
で
愛
育
班
の
組
織
が
で
き
た
こ
と

か
ら
、「
上
尾
町
母
子
愛
育
会
」と
し

て
６
地
区
の
愛
育
会
を
統
合
し
た
。

農
協
の
婦
人
部
、く
ら
し
の
会
な
ど

と
同
じ
組
織
で
あ
っ
た
。

昭
和
３３（
１
９
５
８
）年
の
上
尾
市

の
誕
生
と
と
も
に「
上
尾
市
母
子
愛

育
会
」と
な
り
、「
健
康
づ
く
り
と
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
的
と
し
て

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
当
時

の
市
の
人
口
は
３
万
７
、２
４
２
人
。

人
口
千
人
に
対
す
る
出
生
率
は
１７
・

０
で
年
間
出
生
数
６３３
人
、
主
な
事
業

と
し
て
は
、妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
声
掛

け
、健
診
・
健
康
相
談
の
協
力
、
７
歳

児
の
お
祝
い
な
ど
と
記
録
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
各
地
区
主
催
で
幼
児
遠
足

や
講
習
会
と
い
っ
た
事
業
も
行
わ
れ

て
い
た（
写
真
２
・
３
）。

現
在
も
愛
育
班
の
活
動
は
受
け
継

が
れ
、
今
年
度
は
、
子
育
て
経
験
の

あ
る
女
性
を
中
心
に
１
、４
２
２
人

の
班
員
が
各
地
域
で
活
動
し
て
い

る
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
集
ま

れ
る
場
所
を
提
供
す
る「
親
子
の
つ

ど
い
」の
開
催
や
、
乳
児
の
い
る
家

庭
を
訪
問
し
て
子
育
て
に
関
す
る
情

報
を
提
供
す
る
、
市
の「
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
」事
業
へ
の
協
力
な
ど

を
通
し
て
、
市
民
と
地
域
・
行
政
の

橋
渡
し
の
役
目
を
担
っ
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
に
根
差
し
た
き
め
細
や
か

な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
社
会
福
祉
法

人
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
か
ら
、
平

成
２８（
２
０
１
６
）年
４
月
か
ら
２
年

間
の「
模
範
愛
育
班
」の
指
定
を
受
け

た
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
活
動
す
る

意
義
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
言

え
る
。

（
上
尾
市
健
康
増
進
課
）

愛
育
班
の
誕
生

写真２ 平方地区愛育班主催の幼児遠足

～昭和３０年代の上尾～
昭和３３年７月１５日に市制施行した上尾市は、ことし市制

施行６０周年を迎えました。平成３０年４月号から平成３１年３月
号までの上尾歴史散歩は、昭和３０年代当時の広報誌『上尾
自治だより』から、当時の出来事やその背景などを探ります。

写真３ 大石愛育班の講習会

写真１ 各地区の愛育班結成を伝える『上尾自治だ
より』（第１７号）
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